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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第49期
第３四半期
連結累計期間

第50期
第３四半期
連結累計期間

第49期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (百万円) 292,249 307,175 386,836

経常利益 (百万円) 16,729 18,919 22,797

四半期(当期)純利益 (百万円) 9,131 11,244 12,580

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 9,115 11,232 12,587

純資産額 (百万円) 85,091 97,026 88,560

総資産額 (百万円) 152,820 165,087 153,423

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 144.90 178.41 199.62

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － 178.41 －

自己資本比率 (％) 55.7 58.8 57.7

　

回次
第49期
第３四半期
連結会計期間

第50期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 47.65 63.87

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第49期第３四半期連結累計期間及び第49期連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金

額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。
　

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災後の復興需要などを背景に緩やかな景気回復の

動きが見られたものの、欧州債務問題や世界経済の減速などにより、先行きは依然不透明な状況で推移いたしました。

ドラッグストア業界におきましては、同業他社による積極的な出店や価格競争に加え、他業種からの参入も徐々に

増加し、更に厳しい経営環境が続いております。

このような状況のもと、当社グループは、引き続き、「安心・信頼・便利の提供」をキーワードに、お客様のニーズ

に応える質の高い出店やサービスレベルの向上、更に新業態の開発や積極的な店舗改装などに取り組み、活性化を

図ってまいりました。

当第３四半期連結累計期間の当社グループ全体の出店などの状況は、フランチャイズ店３店舗を含め42店舗を新

規出店し、３店舗のスクラップ＆ビルドを実施いたしました。また、42店舗で改装を行い、13店舗を閉店し活性化を図

りました。

以上の結果、当社グループ全体の当第３四半期連結会計期間末の店舗数は、ドラッグストア事業708店舗（直営店

511店舗、㈱星光堂薬局53店舗、㈱サンドラッグファーマシーズ21店舗、㈱サンドラッグ東海18店舗、フランチャイズ店

105店舗）、ディスカウントストア事業169店舗（ダイレックス㈱169店舗）の合計877店舗となりました。

当第３四半期連結累計期間の業績は、連結売上高3,071億75百万円（前年同期比5.1％増）、連結営業利益185億12

百万円（同13.5％増）、連結経常利益189億19百万円（同13.1％増）、連結四半期純利益112億44百万円（同23.1％

増）となり増収・増益となりました。

セグメント別の業績等の概要は次のとおりであります。

＜ドラッグストア事業＞

ドラッグストア事業は、震災及び原発事故の影響による需要増の反動や春先の花粉症関連商品は苦戦したものの、

効率的な販促の見直しによる粗利益の改善を図るとともに、引き続き経費の削減に努めました。

なお、ドラッグストア事業の出店などの状況は、フランチャイズ店の新規契約３店舗を含め26店舗を新規開設し、

１店舗のスクラップ＆ビルドを実施したほか、19店舗の改装と９店舗の閉店（内３店舗はディスカウントストア事業

へ業態変更）を実施し活性化を図りました。

以上の結果、ドラッグストア事業の売上高2,355億28百万円（前年同期比3.4％増）、営業利益159億64百万円（同

13.3％増）となり、増収・増益となりました。
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  ＜ディスカウントストア事業＞

ディスカウントストア事業は、地上デジタル放送への移行によるテレビなどの需要増の反動はあったものの、引き

続き戦略的に店舗改装を実施し、売場面積の拡大や医薬品の導入などによる粗利益の改善を図るとともに、販促の見

直しなど経費の削減に努めました。

なお、ディスカウントストア事業の出店などの状況は、東日本初出店の実験店３店舗を含め16店舗を新規開設し、

２店舗のスクラップ＆ビルドを実施したほか、23店舗の改装と４店舗の閉店を実施し活性化を図りました。

以上の結果、ディスカウントストア事業の売上高884億63百万円（前年同期比12.3％増）、営業利益25億41百万円

（同14.2％増）となり、増収・増益となりました。

　
(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ116億63百万円増加し、1,650億87百万

円となりました。主な要因は、現金及び建物及び構築物の増加などによるものであります。

負債合計は前連結会計年度末に比べ31億97百万円増加し、680億60百万円となりました。主な要因は、買掛金の増加

などによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ84億65百万円増加し、970億26百万円となりました。

以上の結果、自己資本比率は1.1ポイント増加し58.8％となりました。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

　
(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第３四半期連結累計期間において、変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 268,000,000

計 268,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 67,165,592 67,165,592
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数
100株

計 67,165,592 67,165,592― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年10月１日～　
平成24年12月31日　

－ 67,165,592 － 3,931 － 7,409

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日(平成24年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　 4,142,300

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　63,017,300 630,173 ―

単元未満株式 普通株式       5,992― ―

発行済株式総数 67,165,592 ― ―

総株主の議決権 ― 630,173 ―

(注) 「完全議決権株式(自己株式等)」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社サンドラッグ

東京都府中市若松町一丁
目38番地の１

4,142,300 ― 4,142,3006.17

計 ― 4,142,300 ― 4,142,3006.17

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

　

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日から平成24

年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 23,455 29,095

売掛金 6,527 7,159

商品 48,035 51,158

原材料及び貯蔵品 55 55

その他 13,870 12,888

貸倒引当金 △8 △9

流動資産合計 91,936 100,348

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 20,617 23,155

その他（純額） 12,125 12,964

有形固定資産合計 32,743 36,119

無形固定資産

のれん 1,233 854

その他 3,963 3,970

無形固定資産合計 5,197 4,825

投資その他の資産

敷金及び保証金 14,073 14,375

その他 9,753 9,697

貸倒引当金 △280 △280

投資その他の資産合計 23,546 23,793

固定資産合計 61,486 64,738

資産合計 153,423 165,087
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 39,416 48,457

短期借入金 3,709 717

未払法人税等 6,153 2,606

役員賞与引当金 － 69

ポイント引当金 1,822 2,108

その他 7,860 8,593

流動負債合計 58,962 62,551

固定負債

長期借入金 1,374 836

退職給付引当金 599 592

役員退職慰労引当金 263 －

資産除去債務 1,855 1,960

その他 1,807 2,119

固定負債合計 5,900 5,508

負債合計 64,862 68,060

純資産の部

株主資本

資本金 3,931 3,931

資本剰余金 7,409 7,409

利益剰余金 84,059 92,530

自己株式 △3,602 △3,602

株主資本合計 91,797 100,268

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 26 14

土地再評価差額金 △3,263 △3,263

その他の包括利益累計額合計 △3,236 △3,248

新株予約権 － 6

純資産合計 88,560 97,026

負債純資産合計 153,423 165,087
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
  至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
  至 平成24年12月31日)

売上高 292,249 307,175

売上原価 225,431 235,089

売上総利益 66,817 72,085

販売費及び一般管理費 50,499 53,572

営業利益 16,317 18,512

営業外収益

受取利息 75 82

受取配当金 7 6

固定資産受贈益 256 232

その他 96 100

営業外収益合計 435 421

営業外費用

支払利息 21 12

その他 2 2

営業外費用合計 23 14

経常利益 16,729 18,919

特別利益

受取保険金 38 47

受取和解金 － 17

その他 53 3

特別利益合計 91 69

特別損失

固定資産除却損 77 227

賃貸借契約解約損 66 －

減損損失 62 26

災害による損失 54 －

その他 47 4

特別損失合計 309 259

税金等調整前四半期純利益 16,512 18,729

法人税等 7,380 7,485

少数株主損益調整前四半期純利益 9,131 11,244

四半期純利益 9,131 11,244
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 9,131 11,244

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △16 △11

その他の包括利益合計 △16 △11

四半期包括利益 9,115 11,232

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 9,115 11,232

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

税金費用の計算 　当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当

該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次のとお

りであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

減価償却費 3,179百万円 3,460百万円

のれんの償却額 360百万円 379百万円

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月25日
定時株主総会

普通株式 1,134 18平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

平成23年11月10日
取締役会

普通株式 1,134 18平成23年９月30日 平成23年12月14日 利益剰余金

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月23日
定時株主総会

普通株式 1,386 22平成24年３月31日 平成24年６月25日 利益剰余金

平成24年11月９日
取締役会

普通株式 1,386 22平成24年９月30日 平成24年12月12日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ドラッグストア

事業
ディスカウント
ストア事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 213,487 78,761 292,249 － 292,249

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

14,264 25 14,289 △14,289 －

計 227,752 78,786 306,538△14,289 292,249

セグメント利益 14,092 2,225 16,317 0 16,317

（注）１．セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ドラッグストア

事業
ディスカウント
ストア事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 218,739 88,435 307,175 － 307,175

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

16,789 28 16,817 △16,817 －

計 235,528 88,463 323,992△16,817 307,175

セグメント利益 15,964 2,541 18,506 6 18,512

（注）１．セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 144円90銭 178円41銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(百万円) 9,131 11,244

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 9,131 11,244

普通株式の期中平均株式数(株) 63,023,402 63,023,276

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 178円41銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額(百万円) ― ―

普通株式増加数(株) ― 1,618

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注）前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

　

２ 【その他】

(1)平成24年11月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ) 中間配当による配当金の総額・・・・・・・ 1,386百万円

(ロ) １株当たりの金額・・・・・・・・・・・・ 22円00銭

(ハ) 支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・ 平成24年12月12日

(注)  平成24年９月30日現在の株主名簿に記載された株主に対し、支払いを行っております。

　

(2)公正取引委員会による立ち入り検査について

平成24年12月５日、当社子会社であるダイレックス株式会社は、独占禁止法違反（優越的地位の濫用）の疑いが

あるとして公正取引委員会の立ち入り検査を受けました。

公正取引委員会の調査は、現在継続中であり、現時点で当社の連結経営成績への影響の有無を予測するのは困難

であります。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月14日

株式会社サンドラッグ

取締役会　御中

　

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    海    野    隆    善    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    飯    塚    正    貴    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社サンドラッグの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成24年10月１日から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24
年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンドラッグ及び連結子会社の平成
24年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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